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(57)【要約】
【課題】  コントラストの低下を抑え、表示画面が暗く
ならず、視野角が低下することがない液晶表示素子を得
る。
【解決手段】  Ｂ，Ｇ，Ｒの各色を選択的に反射するよ
うに調整された液晶材料８を有する調光層１Ｂ，１Ｇ，
１Ｒを積層した液晶表示素子。隣り合う調光層には、そ
のうちの外光入射側に近い方の調光層が反射する特定波
長帯域の色光を少なくとも吸収するカラーフィルター層
９１，９２が設けられており、カラーフィルター層９
１，９２の透過率は、前記特定波長帯域で１０～７０％
である。カラーフィルター層に代えて調光層に色材を含
有させてもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  室温下でコレステリック相を呈し、特定
波長帯域の色光を選択的に反射するよう調整された液晶
材料を含む調光層が複数積層され、
各調光層は外光が入射する側に、反射する特定波長帯域
が短波長のものが積層されており、
前記複数の調光層のうち少なくとも一つの調光層の外光
入射側から遠い側に、当該調光層が反射する特定波長帯
域の色光を少なくとも吸収するカラーフィルター手段が
設けられており、該カラーフィルター手段の透過率は、
当該調光層が反射する前記特定波長帯域で１０～７０％
であること、
を特徴とする液晶表示素子。
【請求項２】  前記カラーフィルター手段は、前記少な
くとも一つの調光層の外光入射側から遠い側に設けられ
た調光層に含有された色材であることを特徴とする請求
項１記載の液晶表示素子。
【請求項３】  前記カラーフィルタ手段は、前記少なく
とも一つの調光層と、当該調光層の外光入射側から遠い
側に設けられた調光層との間に設けられたカラーフィル
ター層であることを特徴とする請求項１記載の液晶表示
素子。
【請求項４】  隣り合う調光層同士の間には、一方の調
光層を挟持する基板及び他方の基板を挟持する基板の合
計２枚の基板が存在しており、前記カラーフィルター層
は、前記少なくとも一つの調光層の外光入射側から遠い
側に設けられた調光層との間に存在する２枚の基板間に
設けられていることを特徴とする請求項３記載の液晶表
示素子。
【請求項５】  前記各調光層はそれぞれ一対の基板に挟
持されていることを特徴とする請求項３記載の液晶表示
素子。
【請求項６】  前記カラーフィルター層は、基板の液晶
材料と接する側とは反対側に設けられていることを特徴
とする請求項５記載の液晶表示素子。
【請求項７】  前記カラーフィルター層は基板の液晶材
料と接する側に設けられていることを特徴とする請求項
５記載の液晶表示素子。
【請求項８】  前記一対の基板の調光層対向面にはそれ
ぞれ電極が設けられており、該電極上に前記カラーフィ
ルター層が設けられていることを特徴とする請求項５記
載の液晶表示素子。
【請求項９】  前記一対の基板の調光層対向面にはそれ
ぞれ電極が設けられており、該電極の形成面とは反対側
の基板上に前記カラーフィルター層が設けられているこ
とを特徴とする請求項５記載の液晶表示素子。
【請求項１０】  室温下でコレステリック相を呈し、特
定波長帯域の色光を選択的に反射するよう調整された液
晶材料を含む調光層が複数積層され、
各調光層は外光が入射する側に、反射する特定波長帯域
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が短波長のものが積層されており、
前記複数の調光層のうち少なくとも一つの調光層の外光
入射側に近い側、あるいは前記少なくとも一つの調光層
内に、当該調光層が反射する特定波長帯域よりも短波長
域で色光を吸収するカラーフィルター手段が設けられて
おり、
前記カラーフィルター手段は、前記少なくとも一つの調
光層の最大反射波長から、その最大反射波長を有する特
定反射波長帯域の半値幅の１．３～１．５倍までの短波
長域で吸収領域を形成しており、該吸収領域での透過率
が１０～７０％であること、
を特徴とする液晶表示素子。
【請求項１１】  前記カラーフィルター手段は、前記少
なくとも一つの調光層の外光入射側に近い側に設けられ
た調光層に含有された色材であることを特徴とする請求
項１０記載の液晶表示素子。
【請求項１２】  前記カラーフィルタ手段は、前記少な
くとも一つの調光層と、当該調光層の外光入射側に近い
側に設けられた調光層との間に設けられたカラーフィル
ター層であることを特徴とする請求項１０記載の液晶表
示素子。
【請求項１３】  隣り合う調光層同士の間には、一方の
調光層を挟持する基板及び他方の基板を挟持する基板の
合計２枚の基板が存在しており、前記カラーフィルター
層は、前記少なくとも一つの調光層の外光入射側から近
い側に設けられた調光層との間に存在する２枚の基板間
に設けられていることを特徴とする請求項１２記載の液
晶表示素子。
【請求項１４】  前記各調光層はそれぞれ一対の基板に
挟持されていることを特徴とする請求項１２記載の液晶
表示素子。
【請求項１５】  前記カラーフィルター層は、基板の液
晶材料と接する側とは反対側に設けられていることを特
徴とする請求項１４記載の液晶表示素子。
【請求項１６】  前記カラーフィルター層は基板の液晶
材料と接する側に設けられていることを特徴とする請求
項１４記載の液晶表示素子。
【請求項１７】  前記一対の基板の調光層対向面にはそ
れぞれ電極が設けられており、該電極上に前記カラーフ
ィルター層が設けられていることを特徴とする請求項１
４記載の液晶表示素子。
【請求項１８】  前記一対の基板の調光層対向面にはそ
れぞれ電極が設けられており、該電極の形成面とは反対
側の基板上に前記カラーフィルター層が設けられている
ことを特徴とする請求項１４記載の液晶表示素子。
【請求項１９】  室温下でコレステリック相を呈し、特
定波長帯域の色光を選択的に反射するよう調整された液
晶材料を含む調光層が複数積層され、
各調光層は外光が入射する側に、反射する特定波長帯域
が短波長のものが積層されており、
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前記複数の調光層のうち少なくとも一つの調光層の外光
入射側に近い側、あるいは前記少なくとも一つの調光層
内に、当該調光層が反射する特定波長帯域よりも短波長
域で色光を吸収するカラーフィルター手段が設けられて
おり、
前記カラーフィルター手段は、前記少なくとも一つの調
光層の最大反射波長より、少なくとも１２０～１５０ｎ
ｍの短波長域で吸収領域を形成しており、該吸収領域で
の透過率が１０～７０％であること、
を特徴とする液晶表示素子。
【請求項２０】  前記カラーフィルター手段は、前記少
なくとも一つの調光層の外光入射側に近い側に設けられ
た調光層に含有された色材であることを特徴とする請求
項１９記載の液晶表示素子。
【請求項２１】  前記カラーフィルタ手段は、前記少な
くとも一つの調光層と、当該調光層の外光入射側に近い
側に設けられた調光層との間に設けられたカラーフィル
ター層であることを特徴とする請求項１９記載の液晶表
示素子。
【請求項２２】  隣り合う調光層同士の間には、一方の
調光層を挟持する基板及び他方の基板を挟持する基板の
合計２枚の基板が存在しており、前記カラーフィルター
層は、前記少なくとも一つの調光層の外光入射側から近
い側に設けられた調光層との間に存在する２枚の基板間
に設けられていることを特徴とする請求項２１記載の液
晶表示素子。
【請求項２３】  前記各調光層はそれぞれ一対の基板に
挟持されていることを特徴とする請求項２１記載の液晶
表示素子。
【請求項２４】  前記カラーフィルター層は、基板の液
晶材料と接する側とは反対側に設けられていることを特
徴とする請求項２３記載の液晶表示素子。
【請求項２５】  前記カラーフィルター層は基板の液晶
材料と接する側に設けられていることを特徴とする請求
項２３記載の液晶表示素子。
【請求項２６】  前記一対の基板の調光層対向面にはそ
れぞれ電極が設けられており、該電極上に前記カラーフ
ィルター層が設けられていることを特徴とする請求項２
３記載の液晶表示素子。
【請求項２７】  前記一対の基板の調光層対向面にはそ
れぞれ電極が設けられており、該電極の形成面とは反対
側の基板上に前記カラーフィルター層が設けられている
ことを特徴とする請求項２３記載の液晶表示素子。
【請求項２８】  前記基板のうち、少なくとも一つは樹
脂製フィルムからなることを特徴とする請求項４、請求
項５、請求項６、請求項７、請求項８、請求項９、請求
項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請求項
１７、請求項１８、請求項２２、請求項２３、請求項２
４、請求項２５、請求項２６又は請求項２７記載の液晶
表示素子。 *
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*【請求項２９】  各調光層を構成する一対の基板の周辺
部にシール壁が設けられていることを特徴とする請求項
４、請求項５、請求項６、請求項７、請求項８、請求項
９、請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１
６、請求項１７、請求項１８、請求項２２、請求項２
３、請求項２４、請求項２５、請求項２６、請求項２７
又は請求項２８記載の液晶表示素子。
【請求項３０】  少なくとも表示領域内の所望の位置
に、各調光層を構成する一対の基板を接着支持する樹脂
構造物が設けられていることを特徴とする請求項４、請
求項５、請求項６、請求項７、請求項８、請求項９、請
求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請求
項１７、請求項１８、請求項２２、請求項２３、請求項
２４、請求項２５、請求項２６、請求項２７、請求項２
８又は請求項２９記載の液晶表示素子。
【請求項３１】  各調光層を構成する一対の基板間にス
ペーサーが配置されていることを特徴とする請求項４、
請求項５、請求項６、請求項７、請求項８、請求項９、
請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請
求項１７、請求項１８、請求項２２、請求項２３、請求
項２４、請求項２５、請求項２６、請求項２７、請求項
２８、請求項２９又は請求項３０記載の液晶表示素子。
【請求項３２】  前記スペーサーは固着スペーサーであ
ることを特徴とする請求項３１記載の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示素子、特
に、室温下でコレステリック相を呈する液晶材料を含む
調光層を複数積層した液晶表示素子に関する。
【０００２】
【発明の背景】近年、薄型で低消費電力の明るい反射型
カラーディスプレイが研究開発されている。その中で、
コレステリック液晶材料の選択反射を利用した反射型カ
ラーディスプレイは、偏光板を使用しないことから高明
度化が図れるだけでなく、コレステリック液晶材料には
メモリー性があるので、低消費電力で単純マトリクス駆
動でき、安価に素子を作製できるといった特徴を有して
いるため注目されている。しかし、コレステリック液晶
の選択反射は原理的に選択反射波長に角度依存性があ
り、観察位置によって色調変化を起こす問題点があっ
た。
【０００３】
【従来の技術と課題】以上のような問題点に対し、特開
平１０－３１２１０号公報では、外光の入射側から順に
青、緑、赤の波長域の光を選択的に反射する調光層を積
層した反射型カラー表示素子において、青と緑の調光層
間に青色光を吸収し、緑色光及び赤色光を透過するカラ
ーフィルター層を設けた反射型カラー表示素子を提案し
ている。
【０００４】しかし、前記公報に示されている各調光層
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間に設けられるカラーフィルター層は、カラーフィルタ
ー層が吸収する波長域の透過率はほとんど零である（前
記公報の図４参照）。このようなカラーフィルター層を
設けた表示素子では、カラーフィルター層が透過する波
長域においても透過率は８０％程度に低下し、極めて暗
い表示になってしまう。また、このカラーフィルター層
は吸収する波長域が選択反射波長と極めて近接してお
り、観察角度を正面から数度変化させるだけで、各液晶
相の選択反射波長がカラーフィルター層により吸収され
てしまう領域にシフトしてしまい、表示が消えてしまう
（視野角特性の低下）といった問題点も発生している。
【０００５】そこで、本発明の目的は、コントラストの
低下を抑え、表示画面が暗くならない液晶表示素子を提
供することにある。
【０００６】本発明の他の目的は、コントラストの低下
を抑え、視野角特性が低下することのない液晶表示素子
を提供することにある。
【０００７】さらに、本発明の他の目的は、視野角特性
の低下及び表示画面の明るさの低下を抑制できる液晶表
示素子を提供することにある。
【０００８】
【発明の構成、作用及び効果】以上の目的を達成するた
め、請求項１に係る液晶表示素子は、室温下でコレステ
リック相を呈し、特定波長帯域の色光を選択的に反射す
るよう調整された液晶材料を含む調光層が複数積層さ
れ、各調光層は外光が入射する側に、反射する特定波長
帯域が短波長のものが積層されており、前記複数の調光
層のうち少なくとも一つの調光層の外光入射側から遠い
側に、当該調光層が反射する特定波長帯域の色光を少な
くとも吸収するカラーフィルター手段が設けられてお
り、該カラーフィルター手段の透過率は、当該調光層が
反射する前記特定波長帯域で１０～７０％である。この
ようにカラーフィルター手段の透過率を当該調光層の反
射する特定波長帯域で１０～７０％とすることで、コン
トラストの低下を抑制しながら、表示画面が暗くならな
い液晶表示素子を得ることが可能となる。
【０００９】さらに、請求項１０に係る液晶表示素子
は、室温下でコレステリック相を呈し、特定波長帯域の
色光を選択的に反射するよう調整された液晶材料を含む
調光層が複数積層され、各調光層は外光が入射する側
に、反射する特定波長帯域が短波長のものが積層されて
おり、前記複数の調光層のうち少なくとも一つの調光層
の外光入射側に近い側、あるいは前記少なくとも一つの
調光層内に、当該調光層が反射する特定波長帯域よりも
短波長域で色光を吸収するカラーフィルター手段が設け
られており、前記カラーフィルター手段は、前記少なく
とも一つの調光層の最大反射波長から、その最大反射波
長を有する特定反射波長帯域の半値幅の１．３～１．５
倍までの短波長域で吸収領域を形成しており、該吸収領
域での透過率が１０～７０％である。このようにカラー
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フィルター手段の透過率を対象とする調光層の最大反射
波長から、その最大反射波長を有する特定反射波長帯域
の半値幅の１．３～１．５倍までの短波長域で１０～７
０％とすることで、コントラストの低下を抑え、視野角
の低減を抑制する液晶表示素子を得ることができる。
【００１０】さらに、請求項１９に係る液晶表示素子
は、室温下でコレステリック相を呈し、特定波長帯域の
色光を選択的に反射するよう調整された液晶材料を含む
調光層が複数積層され、各調光層は外光が入射する側
に、反射する特定波長帯域が短波長のものが積層されて
おり、前記複数の調光層のうち少なくとも一つの調光層
の外光入射側に近い側、あるいは前記少なくとも一つの
調光層内に、当該調光層が反射する特定波長帯域よりも
短波長域で色光を吸収するカラーフィルター手段が設け
られており、前記カラーフィルター手段は、前記少なく
とも一つの調光層の最大反射波長より、少なくとも１２
０～１５０ｎｍの短波長域で吸収領域を形成しており、
該吸収領域での透過率が１０～７０％である。このよう
にカラーフィルター層の透過率を、対象とする調光層の
最大反射波長より１２０～１５０ｎｍの短波長域で１０
～７０％とすることで、視野角の低減と表示画面の明る
さの低下を抑制する液晶表示素子を得ることができる。
【００１１】前述したいずれの液晶表示素子において
も、カラーフィルター手段は、調光層間に設けられるカ
ラーフィルター層であってもよく、また、調光層に含有
される色材であってもよい。カラーフィルター層とした
場合、以下に述べるように、カラーフィルター層を設け
る位置を選択することができ、設計の自由度が高い。一
方、色材とした場合、カラーフィルター層を設ける場合
に比べて素子の層の数（部品点数）を減らすことがで
き、製造上の工程を最小限とすることができる。また、
層の数が少ないことから、それだけ明るい表示が可能と
なる素子を提供できる。
【００１２】前述したいずれの液晶素子においても、カ
ラーフィルター手段の透過率が１０～７０％となる領域
は、当該カラーフィルター手段の分光透過特性の平坦領
域であってもよいし、透過率が急峻に低下する立下り領
域であってもよく、さらにはこれら両者を含む領域であ
ってもよい。
【００１３】本発明に係る液晶表示素子において、前記
各調光層はそれぞれ一対の基板に挟持されるものとする
ことができる。そして、隣り合う調光層の間に、一方の
調光層を挟持する基板及び他方の基板を挟持する基板の
合計２枚の基板が存在するようにして、カラーフィルタ
ー手段としてのカラーフィルター層をこの２枚の基板間
に設けるようにしてもよい。また、カラーフィルター層
を基板の液晶材料と接する側とは反対側に設けるように
してもよい。このようにすることで、液晶材料とカラー
フィルター層とが物理的に離間される。従って、液晶材
料中へのカラーフィルター層中の成分の溶出が防止さ
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7
れ、表示特性が劣化しない液晶表示素子を得ることがで
きる。
【００１４】さらに、本発明に係る前記液晶表示素子に
おいて、前記カラーフィルター手段としてのカラーフィ
ルター層は基板の液晶材料と接する側に設けられること
により、カラーフィルター層が基板による光の散乱を効
果的に抑制することができる。
【００１５】さらに、本発明に係る液晶表示素子におい
て、調光層を挟持する一対の基板の調光層対向面にそれ
ぞれ電極を設け、この電極と基板との間にカラーフィル
ター手段としてのカラーフィルター層を設けるようにし
てもよい。これによりカラーフィルター層による液晶層
への印加電圧の低下を防止することができ、低電圧で駆
動することができる。また、基板による光の散乱を効果
的に抑制することができる。
【００１６】基板上に設けた電極上に前記カラーフィル
ター手段としてのカラーフィルター層を設けるようにし
てもよい。これにより、基板による光の散乱を効果的に
抑制することができる。また、カラーフィルター層を絶
縁膜などの機能性膜として利用することもでき、素子構
成の簡素化に有効である。
【００１７】電極の形成面とは反対側の基板上に前記カ
ラーフィルター層を設けるようにしてもよい。このよう
にすると、低電圧での駆動に有利である。
【００１８】さらに、本発明に係る液晶表示素子におい
て、前記基板のうち、少なくとも一つを樹脂製フィルム
とすることにより、複数の調光層を積層することによる
明るさの低下を抑制することができる。
【００１９】さらに、本発明に係る液晶表示素子におい
て、各調光層を構成する一対の基板の周辺部にシール壁
が設けられることにより、基板間へ液晶材料を容易に充
填することができ、液晶材料が外気と触れるのを遮断
し、表示特性の劣化を少なくすることができる。
【００２０】さらに、本発明に係る液晶表示素子におい
て、少なくとも表示領域内の所望の位置に、各調光層を
構成する一対の基板を接着支持する樹脂構造物が設けら
れることにより、各調光層の基板間ギャップを均一に保
つことができ、表示ムラの極めて少ない液晶表示素子を
作製することができる。
【００２１】さらに、本発明に係る液晶表示素子におい
て、各調光層を構成する一対の基板間にスペーサーが配
置されることにより、スぺーサーの直径で基板間ギャッ
プを規定することができ、基板間ギャップムラの少ない
液晶表示素子を作製することができる。
【００２２】さらに、前記スペーサーが固着スペーサー
であると、大型基板やフィルム基板を用いた場合でもス
ペーサーが移動しにくいので、基板間ギャップの変動が
少なく、表示ムラの経時変化が起こりにくい。ここで、
固着スペーサとは、スペーサが一対の基板に挟持された
後にこれら基板に接着（固着）するようなものを指す。

8
このような固着スペーサとしては、ガラスビーズを接着
性樹脂でコーティングしたもの、スペーサ全体が熱可塑
性樹脂で構成されたもの等が挙げられる。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る液晶表示素子
の実施形態について、添付図面を参照して説明する。
【００２４】（第１実施形態）本第１実施形態では、コ
レステリック液晶を用いた液晶表示素子について述べ
る。図１は本第１実施形態である液晶表示素子の断面を
示す。この液晶表示素子は、三つの調光層１Ｂ，１Ｇ，
１Ｒを積層したものである。各調光層はそれぞれ一対の
基板１１ａ、１１ｂに挟持され、青色表示用セル４０
Ｂ、緑色表示用セル４０Ｇ、赤色表示用セル４０Ｒを形
成している。各セルの間にはカラーフィルター層９１，
９２が介在されている。三つの調光層のうち、調光層１
Ｂ，１Ｇ間にはカラーフィルター層９１が設けられ、調
光層１Ｇ，１Ｒ間にはカラーフィルター層９２が設けら
れる。基板１１ａ，１１ｂ上には複数の帯状電極１２
ａ，１２ｂが形成されており、この基板１１ａ，１１ｂ
上の帯状電極１２ａ，１２ｂ形成側に、必要に応じて絶
縁膜１３ａ，１３ｂを設け、さらに、その上に必要に応
じて配向層１４ａ，１４ｂが形成されている。
【００２５】また、基板１１ａ，１１ｂ間には、樹脂構
造物１５及びスペーサー１６が配置されている。樹脂構
造物１５は基板１１ａ，１１ｂを接着支持し、スペーサ
ー１６は基板間ギャップを規定する。さらに、基板１１
ａ，１１ｂの周辺部は樹脂材からなるシール壁１７によ
って封止されている。このシール壁１７にはスペーサー
が含まれていてもよい。
【００２６】本第１実施形態で使用されている液晶材料
８は、室温下でコレステリック相を呈し、特定波長帯域
の色光を選択的に反射するよう調整されており、各調光
層１Ｂ，１Ｇ，１Ｒは外光が入射する側（矢印Ａ参照）
ほど反射する特定波長帯域が短波長となるように積層さ
れている。また、調光層１Ｂ，１Ｇ間に設けたカラーフ
ィルター層９１、及び調光層１Ｇ，１Ｒ間に設けたカラ
ーフィルター層９２は、それぞれ、外光入射側に近い調
光層が反射する特定波長帯域の色光を少なくとも吸収す
る特性とされ、透過率はそれぞれの特定波長帯域で１０
～７０％としている。
【００２７】さらに、外光が入射する側と反対側には、
黒色の光吸収層１０が設けられている。
【００２８】このような液晶表示素子は、以下のように
して作製することができる（図２参照）。まず、各液晶
セル４０を作製するプロセスについて説明する。
【００２９】透明な基板１１上に複数の帯状電極１２を
形成する（図２（Ａ）参照）。帯状電極１２は、例え
ば、基板１１上にIndium  Tin  Oxide（ＩＴＯ）膜をス
パッタ法等で形成した後、フォトリソグラフィ法により
パターニングを行って複数の帯状電極とする。ここで、
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9
基板１１は透明であればよく、ガラスや樹脂等を使用す
ることができる。
【００３０】複数の帯状の透明電極１２を形成した後、
必要に応じて、透明な絶縁膜１３を形成してもよい（図
２（Ｂ）参照）。この絶縁膜１３は、酸化シリコン等を
スパッタ法、スピンコート法、ディップコート法、フレ
キソ印刷法等で形成することができる。絶縁膜１３を設
けることで、一対の基板１１を貼り合わせた後、上下電
極１２間でのショート及び電極１２が物理的に削り取ら
れたり、薬品や空気中の水分などで化学的に汚染される
のを防ぐことができる。
【００３１】次に、必要に応じて、配向膜１４を形成す
る（図２（Ｃ）参照）。この配向膜１４は、酸化シリコ
ン等の無機材料やポリイミドなどの有機材料をスパッタ
法、スピンコート法、ロールコート法、フレキソ印刷法
等で設けることができる。通常、この配向膜１４はラビ
ング処理を行わずに使用する。この配向膜１４を設ける
ことにより、液晶分子に対してある程度のアンカリング
効果を持たせることができ、液晶表示素子の特性が経時
的に変化するのを防止することができる点で有利であ
る。
【００３２】次に、一方の基板１１ｂ上に樹脂構造物１
５を形成する（図２（Ｄ）参照）。スクリーン版やメタ
ルマスクを用いた印刷法により熱可塑性樹脂や重合性樹
脂を印刷する方法、感光性樹脂をスピンコート法、ロー
ルコート法、ダイコーターなどを用いて、一方の基板１
１ｂ上に塗布し、フォトマスクを介して露光後、現像処
理をするフォトリソグラフィー法などにより樹脂構造物
１５を形成することができる。
【００３３】一方、スペーサー１６を基板１１ａ上に散
布する（図２（Ｄ’）参照）。スペーサー１６は、液晶
表示素子用のスペーサーとして一般的に用いられている
ものであれば種々のものを使用することができ、無機材
料のシリカや有機材料のジビニルベンゼン等で作られた
ものを好適に用いることができる。また、スペーサー１
６の散布の方法は、湿式、乾式いずれでもよく、また、
フレキソ印刷やダイコーターを用いて配置するなど、公
知のスペーサー散布法のいずれでも用いることができ
る。
【００３４】次に、基板１１ａ，１１ｂの少なくとも一
方の周辺部に適宜樹脂材からなるシール壁１７を設ける
（図２（Ｅ）参照）。スクリーン印刷法やディスペンサ
ー法など公知のいずれの方法を用いることもできる。こ
のとき必要に応じて液晶材料８の注入口を設けておく。
【００３５】次に、一対の基板１１ａ，１１ｂを複数の
帯状電極１２ａ，１２ｂが互いに交差するようにして電
極形成面を対向させて重ね合わせ、貼り合わせる（図２
（Ｆ）参照）。
【００３６】次に、液晶材料８を注入する。注入法は公
知の真空注入法あるいは滴下注入法を用いることができ

10
る。滴下注入法では注入後、シール壁１７を固化させて
液晶材料８を封止する。また、注入口を設けた場合は、
液晶材料の注入後に紫外線硬化樹脂等で注入口を封止す
る。
【００３７】液晶材料は室温付近でコレステリック相を
呈する液晶材料を用いる。ここで、室温付近でコレステ
リック相を呈する液晶材料とは、ネマティック液晶材料
にカイラル材を添加したカイラルネマティック液晶材料
も含む。また、注入時に基板を加熱してもよい。一般
に、コレステリック相を呈する液晶材料は、室温下で粘
度が高いので、注入時に基板を加熱することで、容易に
注入されるようになる。このとき基板の加熱温度は任意
に設定できるが、液晶材料のアイソトロピック相への転
移温度よりも高い方がよい。液晶材料を粘度が低下した
等方相の状態で注入することで、注入を容易にし、ま
た、注入時に基板内で液晶材料の組成分布が起こるのを
低減することができる。
【００３８】また、滴下注入法の場合は、一対の基板１
１ａ，１１ｂの重ね合わせ前に、液晶材料８を、基板１
１ａ，１１ｂの少なくとも一方の電極形成面側に滴下す
る。例えば、液晶材料８を瓶から直接基板上に滴下する
方法やノズル状の射出口から射出する方法、ロールコー
ト法やバーコート法など、種々の均一塗布方法を用いる
ことができる。
【００３９】なお、図３に示すように、液晶材料８を一
方の基板１１ｂの端部に滴下し、基板１１ｂの一端部で
他方の基板１１ａの一端部を重ね合わせた後、基板１１
ａ，１１ｂの他端部に向かってローラ３１，３２で加熱
押圧しながら重ね合わせていく際に液晶材料８を基板１
１ａ，１１ｂ間の全域に充填していってもよい。このよ
うにすると、基板１１ａ，１１ｂを重ね合わせる際に起
こる液晶材料８への気泡の巻き込みを低減することがで
きる。このように液晶材料を押圧しながら基板の重ね合
わせと液晶材料の充填を行う方法は、樹脂フィルム基板
を使用する場合に特に有用である。
【００４０】このような方法で作製される選択反射波長
が異なるように調整された液晶材料８を含む３種類の調
光層１Ｂ，１Ｇ，１Ｒ間に設けられるカラーフィルター
層９１，９２は、各調光層１Ｂ，１Ｇ，１Ｒが外光の入
射する側ほど、反射する特定波長帯域が短波長となるよ
うに積層される際、隣り合う調光層間に、そのうちの外
光入射側に近い方の調光層が反射する特定波長帯域の色
光を少なくとも吸収し、かつ、その透過率は前記特定波
長帯域で1０～７０％である。このようなカラーフィル
ター層９１，９２は、必ずしも基板間に設けられる必要
はなく、隣り合う液晶層間であれば何れの位置であって
もよく、基板自身が着色されていてもよい。また、スク
リーン印刷法、スピンコート法、ロールコート法、フレ
キソ印刷法、ダイコート法などどのような手段及び工程
で作製されてもよい。
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11
【００４１】さらに、基板１１ａ，１１ｂ上にカラーフ
ィルター層を直接形成しなくてもよく、予め所望の基材
上にカラーフィルター層を形成し、その後、本液晶表示
素子を構成する基板上にそのカラーフィルター層を転写
してもよい。このような方法を用いると、カラーフィル
ター層形成時の歩留まりが向上し、効率よく作製でき
る。
【００４２】また、外光の入射側と反対側の基板（表示
素子の最下層基板１１ｂの裏面）に黒色の光吸収層１０
を設ける。なお、光吸収層１０も外光の入射側と反対側
の基板上であれば、基板の液晶材料側であっても、外側
であっても、また、基板自体が黒く着色されていてもよ
い。光吸収層１０の材料は光を吸収できるものであれば
種々の材料を使用することができ、また、スクリーン印
刷法、スピンコート法、ロールコート法、フレキソ印刷
法、ダイコート法などどのような手段及び工程で作製さ
れてもよい。
【００４３】このようにして作製された各調光層１Ｒ，
１Ｇ，１Ｂを外光の入射側ほど反射する特定波長帯域が
短波長となるように積層し、液晶表示素子を作製する。
【００４４】なお、本第１実施形態では単純マトリクス
駆動方式の液晶表示素子について述べたが、Thin  Film
  Transistor（ＴＦＴ）やMetal  Insulator  Metal
（ＭＩＭ）等のアクティブ素子を有するアクティブマト
リクス駆動方式の液晶表示素子としてもよい。
【００４５】（実施例１）本実施例１では、前記第１実
施形態の液晶表示素子についてさらに詳細に述べる。本
実施例１では、外光入射側に近い方の調光層が反射する
特定波長帯域の色光を吸収するカラーフィルター層を備
え、その透過率が特定波長帯域で１０～７０％であるも
のについて述べる。
【００４６】図４は、実施例１として作製された液晶表
示素子の断面を示す。この実施例１において、図１に示
した液晶表示素子と異なっているのは、各調光層１Ｂ，
１Ｇ及び１Ｇ，１Ｒを含む各色表示用の液晶セルの間に
接着剤層７が介在され、樹脂構造物１５が省略され、シ
ール壁１７内にもスペーサー１６が混入されていること
である。
【００４７】本実施例１では、選択反射波長ピークが４
５０ｎｍ（Ｂ）、５５０ｎｍ（Ｇ）、６８０ｎｍ（Ｒ）
となるよう調製された液晶材料を用い、各液晶材料の分
光反射率は図５に曲線Ｂ，Ｇ，Ｒで示すように調製され
ている。これに対し、調光層１Ｂ，１Ｇの間には、図６
に示す透過率特性を有するカラーフィルター層９１を設
け、調光層１Ｇ，１Ｒの間には、図７に示す透過率特性
を有するカラーフィルター層９２を設けている。
【００４８】ここで、各カラーフィルター層９１，９２
が設けられている外光入射側の調光層は、それぞれＢ、
Ｇの反射層となるが、これら２層が選択的に反射する特
定波長帯域を、ピーク選択反射波長の半分の反射率とな
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っているところまでとすると、調光層１Ｂで４１０～４
８５ｎｍ、調光層１Ｇで５０５～５９５ｎｍとなる。そ
こで、調光層１Ｂ，１Ｇの間にあるカラーフィルター層
９１としては、少なくとも４１０～４８５ｎｍの波長域
で透過率が１０～７０％のものを、また、調光層１Ｇ，
１Ｒの間にあるカラーフィルター層９２としては、少な
くとも、５０５～５９５ｎｍの波長域で透過率が１０～
７０％のものを用いた。
【００４９】次に、本実施例１の作製プロセスについ
て、図８を参照して説明する。まず、調光層１Ｒを含む
液晶セル４０Ｒの作製法について述べる。基板１１ａ，
１１ｂには、厚さ０．７５ｍｍの７０５９ガラス（コー
ニング社製）を用いた。基板１１ａ上にカラーフィルタ
ー層９２を、また、基板１１ｂ上に光吸収層１０を形成
した（図８（Ａ），（Ａ’）参照）。カラーフィルター
層９２及び光吸収層１０の作製法は以下のとおりであ
る。
【００５０】カラーフィルター層は基板１１ａ上に赤色
の顔料分散レジスト（ＣＲ－７００１、富士フィルムオ
ーリン社製）をスピンコート法で６００ｎｍの厚さに塗
布した。光吸収層は、基板１１ｂ上に黒色の顔料分散型
レジスト（ＣＦＰＲ  ＢＫ－７３０Ｓ  Ｔ－４、東京応
化工業社製）をスピンコート法で１．２μｍの厚さに塗
布した。塗布後、２００℃で焼成してカラーフィルター
層９２及び光吸収層１０とした。
【００５１】次に、基板１１ａ，１１ｂ上に、スパッタ
法を用い、ＩＴＯの薄膜を７０ｎｍの厚さに形成した。
基板１１ａ，１１ｂともに、先ほど形成したカラーフィ
ルター層９２、光吸収層１０とは反対側に、ＩＴＯをス
パッタリングした。次に、フォトリソグラフィ工程によ
り、幅２８０μｍ、間隔２０μｍの帯状の透明電極１２
ａ，１２ｂを作製した（図８（Ｂ），（Ｂ’）参照）。
【００５２】次に、絶縁膜１３ａ，１３ｂを形成した
（図８（Ｃ），（Ｃ’）参照）。絶縁膜はポリシラザン
溶液（L１１０、東燃社製）を用い、スピンコート法に
より１００ｎｍの厚さに形成し、２５０℃の恒温槽中で
2時間加熱した。次に、配向層１４ａ，１４ｂとして、
ＡＬ４５５２（ＪＳＲ社製）をスピンコート法で５０ｎ
ｍの厚さに形成し、１８０℃で１時間恒温槽中で加熱し
た（図８（Ｄ），（Ｄ’）参照）。
【００５３】次に、図８（Ｅ）に示すように、粒径が７
μｍのスペーサー１６（ミクロパールＳＰ－２０７、積
水ファインケミカル社製）を基板１１ａ上に散布した。
水：イソプロパノール＝８：２vol／volの溶媒中にスペ
ーサー１６を分散させ、スプレー瓶から基板１１ａ上に
吹き付けた。さらに基板１１ａ上には、粒径が７μｍの
スペーサー１６（前記ミクロパールＳＰ－２０７）をシ
ール剤（ストラクトボンドＸＮ－２１－Ｓ、三井東圧社
製）中に混入したものを液晶シール剤塗布装置（ＭＬＣ
－III、武蔵エンジニアリング社製）を用いて基板１１
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ａの周辺部に描画し、シール壁１７を形成した。このと
き液晶材料の注入口のための開口部を設けた。このよう
な基板１１ａ，１１ｂを電極形成面が対向するように重
ね合わせた（図８（Ｆ）参照）。このとき帯状電極１２
ａ，１２ｂは直交するようにした。
【００５４】重ね合わせた基板１１ａ，１１ｂを、表面
を研磨したステンレス製の平面基板で挟み、ステンレス
平面基板上から０．３ｋｇ／ｃｍ2の荷重をかけた後、
１５０℃の恒温槽中に９０分間置き、基板１１ａ，１１
ｂを貼り合わせた。その後、恒温槽の電源を切り、前記
荷重をかけたまま恒温槽中で室温まで冷却した。
【００５５】次に、液晶材料８を注入した。液晶材料
は、カイラル材ＣＢ１５を３０ｗｔ％含むＥ４４（とも
にメルク社製）を用い、公知の真空注入法で注入した。
液晶材料８を注入後、紫外線硬化樹脂（フォトレックＡ
－７０４－６０、積水ファインケミカル社製）を注入口
に塗布し、紫外線を照射して封止した。
【００５６】前記と同様にそれぞれ調光層１Ｇ，１Ｂを
含む液晶セル４０Ｇ，４０Ｂも作製した。調光層１Ｇに
は、液晶材料はカイラル材ＣＢ１５を４０ｗｔ％含むＥ
４４（ともにメルク社製）を用いた。また、この調光層
１Ｇを含む液晶セル４０Ｇには光吸収層を形成せず、カ
ラーフィルター層９１を黄色の顔料分散レジスト（ＣＹ
－Ｓ６３９、富士フィルムオーリン社製）を用いて形成
した。調光層１Ｂには、液晶材料はカイラル剤ＣＢ１５
を５０ｗｔ％含むＥ４４（ともにメルク社製）を用い
た。この調光層１Ｂを含む液晶セル４０Ｂには光吸収層
もカラーフィルター層も形成しなかった。
【００５７】次に、調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞれ
含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを積層した。液晶
セル４０Ｒのカラーフィルター層９２上に液晶セル４０
Ｇのカラーフィルター層が形成されていない基板１１ｂ
を重ね、液晶セル４０Ｇのカラーフィルター層９１上に
液晶セル４０Ｂを重ねた。液晶セル４０Ｂの外光入射側
に反射防止膜などを設けてもよい。各液晶セル４０Ｒ，
４０Ｇ及び４０Ｇ，４０Ｂ間には、熱硬化性樹脂ＳＥ１
８８５ＡとＳＥ１８８５Ｂ（ともに、東レ・ダウコーニ
ング・シリコーン社製）を１：１の割合で混合したもの
を適量塗布し（接着剤層７）、恒温槽中で５０℃で４時
間おいて接着した。
【００５８】このようにしてコレステリック液晶表示素
子を作製した。作製された素子は、コントラストが高
く、表示が明確に確認できるものであった。
【００５９】（実施例2）本実施例２は、前記第１実施
形態の液晶表示素子において、フィルム基板を用いたも
のである。素子構成は、基板１１ａ，１１ｂがガラス基
板からＩＴＯ膜付き樹脂フィルム基板に代わること以外
は前記実施例１と同様である。
【００６０】この素子の作製方法について、実施例１と
異なる点について以下に述べる。まず、調光層１Ｒを含
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む液晶セル４０Ｒの作製法について説明する。ＩＴＯ膜
付きフィルム基板１１ａ，１１ｂは、厚さ０．１ｍｍの
ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）基板（スミライトＦＳ
Ｔ５３５２、住友ベークライト社製）を用いた。赤色の
カラーフィルター層及び光吸収層は、実施例１と同様の
ものを用い、基板の既に形成されているＩＴＯ膜形成面
と反対側に実施例1と同様の方法で作製した。
【００６１】次に、ＩＴＯ膜をフォトリソグラフィ工程
を用いて幅２８０μｍ、間隔２０μｍの複数の帯状電極
１２ａ，１２ｂを形成した。さらに、実施例１と同様
に、絶縁膜、配向膜を設けてスペーサーを散布し、シー
ル壁１７を配置して基板を貼り合わせた後、真空注入法
により液晶材料を注入した。
【００６２】調光層１Ｇを含む液晶セル４０Ｇは、実施
例１と同じ黄色のカラーフィルター層９１を基板外側に
設け、光吸収層は設けなかった。調光層１Ｂを含む液晶
セル４０Ｂは、実施例１と同様にカラーフィルター層も
光吸収層も設けなかった。
【００６３】これらの調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞ
れ含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを実施例１と同
様の方法で積層してコレステリック液晶表示素子を作製
した。
【００６４】このようにして作製された液晶表示素子
は、基板が樹脂フィルムからなるので軽く、また薄いの
で積層しても反射率の低下が殆どなく明るい表示が可能
であった。
【００６５】（実施例３）本実施例３は、カラーフィル
ター層を基板の液晶材料と接する側に設けたものであ
る。実施例３として作製した液晶表示素子は、フィルム
基板を使用した点は前記実施例２と同様であるが、図９
に示すように、実施例１の絶縁膜の代わりに実施例１と
同様のカラーフィルター層を設けて、このカラーフィル
ター層９１ａ，９２ａを絶縁膜としても機能させた。ま
た、液晶セル４０Ｒの他方の絶縁膜に代えて実施例１と
同様の光吸収層を設けて、この光吸収層１０ａを絶縁膜
としても機能させた。他の構成は実施例２と同様であ
る。
【００６６】以下、作製方法について実施例２と異なる
部分を述べる。まず、調光層１Ｒを含む液晶セル４０Ｒ
の作製法について図１０を参照して説明する。ＩＴＯ膜
付きフィルム基板１ａ，１ｂは、厚さ０．１ｍｍのポリ
エーテルスルホン（ＰＥＳ）基板（スミライトＦＳＴ５
３５２、住友ベークライト社製）を用いた。このＩＴＯ
膜をフォトリソグラフィ工程を用いて幅２８０μｍ、間
隔２０μｍの複数の帯状電極１２ａ，１２ｂを形成した
（図１０（Ａ），（Ａ’）参照）。
【００６７】次に、赤色のカラーフィルター層９２ａ及
び光吸収層１０ａを基板１１ａ，１１ｂの電極形成面上
に形成した（図１０（Ｂ），（Ｂ’）参照）。ここで
は、光吸収層１０ａも基板１１ｂの液晶材料側に設けて
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いる。この場合は、光吸収層１０ａにより他方の絶縁膜
も兼用することができる。しかし、カラーフィルター層
９２ａと光吸収層１０ａは、ともに基板１１ａ，１１ｂ
の液晶材料側に設ける必要はなく、少なくとも赤色のカ
ラーフィルター層９２ａが基板の液晶材料側に設けられ
ていればよい。
【００６８】調光層１Ｇを含む液晶セル４０Ｇには、前
記実施例１と同じ黄色のカラーフィルター層９１ａを基
板１１ａの液晶材料側に設け、光吸収層は設けなかった
（図１０（Ｄ）参照）。調光層１Ｂを含む液晶セル４０
Ｂには、実施例１と同様にカラーフィルター層も光吸収
層も設けなかった（図１０（Ｅ）参照）。
【００６９】これらの調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞ
れ含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを実施例１と同
様の方法で積層してコレステリック液晶表示素子を作製
した。
【００７０】このようにして作製された液晶表示素子
は、絶縁膜材料をカラーフィルター層で兼用でき、部品
点数を削減できるので、製造コストを低減できる。ま
た、構成部材中最も厚い基板を通過する前に反射光の散
乱成分をカットできるので、基板通過時の散乱成分の増
大によるコントラストの低下を抑制することができる。
【００７１】（実施例４）本実施例４は、カラーフィル
ター層を基板の液晶材料と接する側で、基板と帯状電極
間に設けたものである。
【００７２】実施例４として作製した液晶表示素子は、
ガラス基板を使用した点は前記実施例１と同様である
が、図１１に示すように、液晶セル４０Ｇ，４０Ｒの基
板１１ａ上にそれぞれカラーフィルター層９１ｂ，９２
ｂを設け、液晶セル４０Ｒの基板１１ｂ上に光吸収層１
０ｂを設けた。他の構成は実施例１と同様である。
【００７３】以下、作製方法について実施例１と異なる
部分を述べる。まず、調光層１Ｒを含む液晶セル４０Ｒ
の作製法について図１２を参照して説明する。透明な７
０５９ガラス基板（コーニング社製）１１ａ，１１ｂに
それぞれ実施例１と同様に赤色のカラーフィルター層９
２ｂ及び光吸収層１０ｂを作製した（図１２（Ａ），
（Ａ’）参照）。次に、ＩＴＯ膜をスパッタ法によりカ
ラーフィルター層９２ｂ及び光吸収層１０ｂ上に１００
ｎｍの厚さに形成した。このＩＴＯ膜をフォトリソグラ
フィ工程を用いて幅２８０μｍ、間隔２０μｍにパター
ニングし、複数の帯状電極１２ａ，１２ｂを形成した
（図１２（Ｂ），（Ｂ’）参照）。以下の作製方法は、
実施例１と同様である。
【００７４】調光層１Ｇを含む液晶セル４０Ｇには、実
施例１と同じ黄色のカラーフィルター層９１ｂを基板１
１ａと複数の帯状電極１２ａの間に設け、光吸収層は設
けなかった（図１２（Ｄ）参照）。調光層１Ｂを含む液
晶セル４０Ｂには、実施例１と同様にカラーフィルター
層も光吸収層も設けなかった（図１２（Ｅ）参照）。
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【００７５】これらの調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞ
れ含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを実施例１と同
様の方法で積層してコレステリック液晶表示素子を作製
した。
【００７６】このようにして作製された液晶表示素子
は、構成部材中最も厚い基板を通過する前に反射光の散
乱成分をカットできるので、基板通過時の散乱成分の増
大によるコントラストの低下を抑制することができ、か
つ、電極上に設けたカラーフィルター層による液晶材料
への印加電圧の損失がないので低電圧で液晶材料を駆動
することができる。
【００７７】本実施例４では、光吸収層１０ｂについて
も、基板１１ｂと複数の帯状電極１２ｂの間に設けてい
るが、必ずしもその必要はなく、光吸収層１０ｂが基板
１１ｂの外側面に形成されていても反射光の散乱成分を
増大させる要因としてはそれほど影響を及ぼさない。
【００７８】（実施例５）本実施例５は、各調光層の表
示領域内の所望に位置に対向する一対の基板を接着支持
する樹脂構造物を設けたものである。
【００７９】実施例５として作製した液晶表示素子は、
図１３に示すように、各調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂに樹脂
構造物１５を設けたこと以外は、前記実施例２と同様の
構成である。
【００８０】以下、作製方法について実施例２と異なる
部分を述べる。まず、調光層１Ｒを含む液晶セル４０Ｒ
の作製法について図１４を参照して説明する。厚さ０．
１ｍｍのＩＴＯ膜付きＰＥＳ基板（スミライトＦＳＴ５
３５２、住友ベークライト社製）１１ａ，１１ｂ上に電
極１２ａ，１２ｂ、絶縁膜１３ａ，１３ｂ、配向膜１４
ａ，１４ｂを形成するまでは、実施例２と同様である
（図１４（Ａ），（Ａ’）参照）。
【００８１】次に、基板１１ｂの配向膜１４ｂ上にスク
リーン版を用いて、樹脂構造物１５を形成した（図１４
（Ｂ’）参照）。スクリーン版は、ＭＳ－ＥＲプレート
ＭＳ―２９０Ｂ（ムラカミ社製）の撥油仕様のものを用
いた。樹脂透過部は直径５０μｍ、ピッチ２００μｍ、
厚み３５μｍとした。印刷は、スクリーン印刷機ＭＴ３
２０ＴＶ（マイクロテック社製）を用い、熱可塑性樹脂
ステイスティック３７１（テクノアルファ社製）を印刷
した。この結果、印刷された樹脂構造物１５は、直径６
０μｍ、ピッチ２００μｍ、高さ８μｍとなった。
【００８２】一方、図１４（Ｂ）に示すように、基板１
１ａの配向膜１４ａ上に実施例１と同じスペーサー１６
を散布し、実施例１と同じシール剤を塗布してシール壁
１７を形成し、同様の方法で一対の基板１１ａ，１１ｂ
を貼り合わせた。以下の作製方法は、実施例２と同様で
ある。
【００８３】調光層１Ｇを含む液晶セル４０Ｇには、実
施例１と同じ黄色のカラーフィルター層９１を設け、光
吸収層は設けなかった（図１４（Ｄ）参照）。調光層１
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Ｂを含む液晶セル４０Ｂには、実施例１と同様にカラー
フィルター層も光吸収層も設けなかった（図１４（Ｅ）
参照）。
【００８４】これらの調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞ
れ含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを実施例１と同
様の方法で積層してコレステリック液晶表示素子を作製
した。
【００８５】このようにして作製された液晶表示素子
は、基板間ギャップが均一で表示ムラが極めて少なかっ
た。
【００８６】（実施例６）本実施例６は、スペーサー１
６として固着スペーサーを使用したものである。固着ス
ペーサーとは、通常のスペーサーを熱可塑性樹脂や重合
性樹脂等で被覆したもので、基板上に散布後、加熱ある
いは光を照射することにより被覆樹脂を介して基板上に
固着されるものである。
【００８７】実施例６として作製した液晶表示素子は、
基板間ギャップを決定するスペーサーが基板表面に固定
されている固着スペーサーを用いたこと以外は、前記実
施例２と同様の構成である。
【００８８】以下、作製方法について実施例２と異なる
部分を述べる。調光層１Ｒを含む液晶セル４０Ｒの作製
法について述べる。サイズ３００×２００×０．１ｍｍ
のＩＴＯ膜付きＰＥＳ基板（スミライトＦＳＴ５３５
２、住友ベークライト社製）１１ａ，１１ｂ上に電極１
２ａ，１２ｂ、絶縁膜１３ａ，１３ｂ、配向膜１４ａ，
１４ｂを形成するまでは、実施例２と同様である。
【００８９】次に、基板１１ｂの配向膜１４ｂ上に湿式
スペーサー散布装置ＳＥＣ－ＳＰＭ－Ｎ１（エスイー社
製）を用いて、平均粒径７μmの固着スペーサー（ハイ
プレシカＮ３Ｍ１４、宇部日東化成社製）１６を散布し
た。スペーサー１６の散布後、基板１１ｂを恒温槽内で
１５０℃、９０分間加熱し、基板１ｂ上にスペーサー１
６を固着した。
【００９０】続いて、基板１１ｂ上に実施例１と同じシ
ール剤を塗布してシール壁１７を形成し、同様の方法で
一対の基板１１ａ，１１ｂを貼り合わせた。以下の作製
方法は、実施例２と同様である。
【００９１】調光層１Ｇを含む液晶セル４０Ｇには、実
施例１と同じ黄色のカラーフィルター層９１を設け、光
吸収層は設けなかった。調光層１Ｂを含む液晶セル４０
Ｂには、実施例１と同様にカラーフィルター層も光吸収
層も設けなかった。
【００９２】これらの調光層１Ｒ，１Ｇ，１Ｂをそれぞ
れ含む液晶セル４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂを実施例１と同
様の方法で積層してコレステリック液晶表示素子を作製
した。
【００９３】このようにして作製された液晶表示素子
は、大型基板を用いた素子であるが、基板間ギャップが
均一で、長時間経過した後も表示ムラが少なかった。
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【００９４】（第２実施形態）本第２実施形態では、コ
レステリック液晶を用いた液晶表示素子について述べ
る。
【００９５】本第２実施形態では前記第１実施形態にお
けるカラーフィルター層が外光入射側から遠い調光層が
反射する特定波長帯域よりも短波長域で色光を吸収する
ものであって、外光入射側から遠い調光層の最大反射波
長から、その最大反射波長を有する特定反射波長帯域の
半値幅の１．３～１．５倍までの短波長域で少なくとも
吸収領域を形成しており、該吸収領域での透過率が１０
～７０％であるものを用いている。
【００９６】本第２実施形態によって作製される液晶表
示素子は、カラーフィルター層が前記形態をとっている
こと以外は前記第１実施形態と同様である。
【００９７】例えば、本第２実施形態で用いるカラーフ
ィルター層の透過率特性は、第１実施形態で示した液晶
材料を用いるときには、図１５、図１６に示す透過率特
性を有するものであればよい。図１５に調光層１Ｇ，１
Ｒの間に配置するカラーフィルター層９２の特性を、図
１６に調光層１Ｂ，１Ｇの間に配置するカラーフィルタ
ー層９１の特性を示す。
【００９８】このような透過特性を示すカラーフィルタ
ー層は、例えば、以下の材料を用いることにより実現で
きる。調光層１Ｇ，１Ｒの間に設けるカラーフィルター
層は富士フィルムオーリン社製のＣＲＹ－Ｓ７４７、調
光層１Ｂ，１Ｇの間に設けるカラーフィルター層は、東
京応化工業社製のＣＦＰＲ  Ｙ－１００により実現可能
である。
【００９９】本第２実施形態によって作製される液晶表
示素子の製造方法については、カラーフィルター層の製
造方法も含め、第１実施形態の実施例１～６と同様にし
て作製できる。
【０１００】作製された液晶表示素子はコントラストの
低下が抑えられ、視野角の低減が抑制されていた。
【０１０１】（第３実施形態）本第３実施形態では、コ
レステリック液晶を用いた液晶表示素子について述べ
る。
【０１０２】本第３実施形態では前記第１実施形態にお
けるカラーフィルター層が外光入射側から遠い調光層が
反射する特定波長帯域よりも短波長域で色光を吸収する
ものであって、外光入射側から遠い調光層の最大反射波
長より、１００～１５０ｎｍ短波長域で吸収領域を形成
しており、該吸収領域での透過率が１０～７０％である
ものについて述べる。
【０１０３】本第３実施形態によって作製される液晶表
示素子は、カラーフィルター層が前記形態をとっている
こと以外は前記第１実施形態と同様である。
【０１０４】例えば、本第３実施形態で用いるカラーフ
ィルター層の透過率特性は、第１実施形態で示した液晶
材料を用いるときには、図１７、図１８に示す透過率特
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性を有するものであればよい。図１７に調光層１Ｇ，１
Ｒの間に配置するカラーフィルター層９２の特性を、図
１８に調光層１Ｂ，１Ｇの間に配置するカラーフィルタ
ー層９１の特性を示す。
【０１０５】このような透過特性を示すカラーフィルタ
ー層は、例えば、以下の材料を用いることにより実現で
きる。調光層１Ｇ，１Ｒの間に設けるカラーフィルター
層は富士フィルムオーリン社製のＣＲＹ―Ｓ７７８、調
光層１Ｂ，１Ｇの間に設けるカラーフィルター層は、富
士フィルムオーリン社製のＣＹ―５６５により実現可能
である。
【０１０６】本第３実施形態によって作製される液晶表
示素子の製造方法については、カラーフィルター層も含
め、第１実施形態の実施例１～６と同様にして作製でき
る。
【０１０７】作製された液晶表示素子は視野角の低減と
表示画面の明るさの低下が抑制された液晶表示素子であ
った。
【０１０８】（比較例）本比較例では、従来の分光透過
率特性を有するカラーフィルター層を用いた液晶表示素
子について述べる。素子の構成は、前記第１実施形態と
同様であるが、カラーフィルター層の分光透過率特性は
調光層１Ｇ，１Ｒの間に配置するカラーフィルター層に
ついては図１９に示す透過率特性のものを、調光層１
Ｂ，１Ｇの間に配置するカラーフィルター層については
図２０に示す透過率特性のものを用いた。
【０１０９】図１９、図２０から明らかなように、いず
れのカラーフィルター層もその分光特性が、外光が入射
する側の調光層が反射する特定波長帯域でその透過率が
１０％未満であり、また、外光入射側から遠い調光層が
反射する特定波長帯域から、該特定反射波長帯域の半値
幅の１．３～１．５倍までの短波長域で透過率が１０％
未満であり、さらに、外光入射側から遠い調光層の最大
反射波長より１２０～１５０ｎｍの短波長域で透過率が
１０％未満のものである。なお、素子の製造方法につい
ては前記実施例１と同様にした。
【０１１０】作製した液晶表示素子の視野角特性を各視
野角におけるコントラストを測定して評価した。
【０１１１】
【表１】

【０１１２】第１表に示すように、比較例に示す液晶表
示素子が特に斜めから観察した場合のコントラストの低
下が著しいことがわかる。なお、コントラストの測定
は、素子に対して、法線から２０°傾いた方向から入射
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光を照射し、素子によって反射された光の強度を白・黒
表示のそれぞれの場合について法線方向から０°及び５
０°の位置で測定しその比を求めたものである。
【０１１３】なお、本発明に係る液晶表示素子は前記実
施形態に限定するものではなく、その要旨の範囲内で種
々に変更できることは勿論である。
【０１１４】例えば、前記各実施例においては、カラー
フィルター手段として、調光層間にカラーフィルター層
を設けた形態を例にして本発明を説明したが、カラーフ
ィルター手段はこれに限られるものではなく、例えば、
調光層自体に含有された色材としてもよい。この場合、
調光層Ｂに紫外線領域の光をカットし可視光域の光を透
過する特性の色材を、調光層Ｇに青色領域の光をカット
し緑色、赤色の領域の光を透過する特性の色材を、調光
層Ｒに緑色領域の光をカットし赤色領域の光を透過する
色材を、それぞれ混入すればよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態である液晶表示素子の基
本的な構成を示す断面図。
【図２】前記液晶表示素子の作製プロセスを示す説明
図。
【図３】前記液晶表示素子の作製プロセスを示す説明
図。
【図４】実施例１として作製された液晶表示素子を示す
断面図。
【図５】実施例１における各液晶材料の分光反射率を示
すグラフ。
【図６】実施例１におけるＢ層とＧ層の間に設けたカラ
ーフィルター層の透過率特性を示すグラフ。
【図７】実施例１におけるＧ層とＲ層の間に設けたカラ
ーフィルター層の透過率特性を示すグラフ。
【図８】実施例１の作製プロセスを示す説明図。
【図９】実施例３として作製された液晶表示素子を示す
断面図。
【図１０】実施例３の作製プロセスを示す説明図。
【図１１】実施例４として作製された液晶表示素子を示
す断面図。
【図１２】実施例４の作製プロセスを示す説明図。
【図１３】実施例５として作製された液晶表示素子を示
す断面図。
【図１４】実施例５の作製プロセスを示す説明図。
【図１５】本発明の第２実施形態である液晶表示素子に
おいて、Ｇ層とＲ層の間に設けたカラーフィルター層の
透過率特性を示すグラフ。
【図１６】本発明の第２実施形態である液晶表示素子に
おいて、Ｂ層とＧ層の間に設けたカラーフィルター層の
透過率特性を示すグラフ。
【図１７】本発明の第３実施形態である液晶表示素子に
おいて、Ｇ層とＲ層の間に設けたカラーフィルター層の
透過率特性を示すグラフ。
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【図１８】本発明の第３実施形態である液晶表示素子に
おいて、Ｂ層とＧ層の間に設けたカラーフィルター層の
透過率特性を示すグラフ。
【図１９】比較例である液晶表示素子において、Ｇ層と
Ｒ層の間に設けたカラーフィルター層の透過率特性を示
すグラフ。
【図２０】比較例である液晶表示素子において、Ｂ層と
Ｇ層の間に設けたカラーフィルター層の透過率特性を示
すグラフ。 *
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*【符号の説明】
１Ｂ，１Ｇ，１Ｒ…調光層
１１ａ，１１ｂ…基板
９１，９２，９１ａ，９１ｂ，９２ａ，９２ｂ…カラー
フィルター層
８…液晶層
１５…樹脂構造物
１６…スペーサー
１７…シール壁

【図１】 【図２】

【図３】

【図５】
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【図４】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１５】 【図１６】
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【図１２】

【図１３】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図１４】

【図２０】
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摘要(译)

解决的问题：为了获得一种液晶显示装置，该液晶显示装置抑制对比度
的降低，不会使显示屏变暗，并且不会减小视角。 一种液晶显示元件，
其中调光层1B，1G，1R的液晶材料8被调整为选择性地反射B，G，R的
每种颜色。 相邻的光控制层设置有滤色器层91、92，该滤色器层91、92
至少吸收在由光控制层反射的更靠近外部光入射侧的特定波长带中的彩
色光，并且设置了滤色器层91、92。 92的透射率在特定波长带中为10％
至70％。 可以在光控制层中替代滤色器层中包含色材。
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